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環 境 配 慮 検 討 書 

 

 

                                                                   

                                                                  令和 2年 11月 9日 

 

 

  三重県環境調整システム推進会議 会長 様 

 

 

                                                                  松阪農林事務所長 

 

 

  三重県環境調整システム推進要綱第４条の規定に基づき提出します。 

 
 

 対 象 事 業 の 名 称 高度水利機能確保基盤整備事業 波多瀬地区  

 

 連絡先 

 担当課所名 松阪農林事務所 農村基盤室 農村計画課 

電話番号  0598-50-0558 

0598-50-0558  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

１ 事業の計画の名称、目的及び内容 
 

 (1)名称 高度水利機能確保基盤整備事業 波多瀬地区  

 (2)目的 当地区内においては、担い手の農地利用集積が１割未満とほとんど進んでいない地域である。

高齢化や後継者不足が進行する中で農地の維持が困難になりつつあることから、早急に担い

手へ農用地集積を図る必要があるが、基盤整備が十分に行われておらず、担い手へ借り受け

てもらうための整備を行う費用負担が農家は経済的に困難なことから、この事業にて農家の

費用負担は求めず、農地の区画整理を行うことにより、担い手への農地集積・集約化を加速

化し、本地区の豊かで競争力のある農業の実現に資することを目的としている。 

 (3)事業主体 三重県 

 (4)計画内容  ①計画地の位置 

 ※位置図を添付する 

 こと 

三重県多気郡多気町波多瀬 地内 

 ②建物・施設等の概 

  要 

 （用途、規模、面積、 

  配置等） 

 ※配置図を添付する 

  こと 

整地工A=6.8ha、 

道路工L=1.3km、 

用水路工L=1.1km  

排水路工L=1.5km 
 

 ③用水の使用計画 かんがい期間：5月1日～8月23日、115日間 

水源：一級河川櫛田川より立梅用水路を経ている。 

 ④エネルギーの使用 

  計画 

なし 

 ⑤雨水、汚水の排水 

  計画 

 雨水：開水路により既存の排水路に流下後、一級河川櫛田
川へ流下させる。 

 汚水：汚水の排出は無い。 

 ⑥道路・交通計画 区画整理に伴い、幅4m他の農道を再配置する。 

農道は、砂利舗装又はアスファルト舗装を行う。 

 ⑦工期 ァ)着工の予定時期 

 
ィ)完工及び供用 

  開始の予定時期 

 ・着工：令和３年 ４月頃予定 

 

 ・完工：令和７年 ３月頃予定 

 ・供用：令和７年 ４月頃予定 

 (5)関連事業計 

 画 

なし 

 (6)その他 なし 

 



 

 

２ 計画地の社会的条件の現況等 
 

 (1)計画地の 

  社会的条件 

  の現況 

① 交通の 

現況 

 

県道片野飯高線沿いである計画地内の農地に隣接している農道は狭
小であり、営農・生活に適した道路ではない。 

 

 

 ②土地利用 

  の現況 

農振区域の農用地で主に水田、畑である。 

 

 ③水域利用 

  の現況 

水域利用は無い。 

 

 ④生活関連 

  施設の現 

  況 

a．学校施設：なし 

b．医療施設：なし 

c．公共施設：なし 

d．文化施設：なし 

 (2)関係法令 

  等による地 

  域の指定・ 

  規制状況 

 ①自然環境 

  保全地域 

  等の指定 

  状況 

 自然環境保全地域（地区）、自然公園地域（区域）、鳥獣保護区の指 

 定状況 
 

a．自然環境保全地域：なし 

b．自然公園区域：香肌峡県立自然公園 

c．鳥獣保護区：なし 

d．鳥獣保護区特別保護区：なし 

 ②土地利用 

  規制の現 

  況 

 都市計画法、農業地域振興法、森林法等の規制状況 
a．都市計画法：なし 

b．農業地域振興法：農業振興地域、農用地区域 

c．森林法：なし 

d．砂防法：なし 

e．地すべり防止法：なし 

f．急傾斜地災害防止法：なし 

g．河川法：規制あり（一級河川櫛田川） 

h．漁港法：なし 

i．海岸法：なし 

j．文化財保護法：なし（初年度調査予定） 

k．景観法：なし 

 



 

 

３ 計画地の自然的条件の現況        
 

 (1)地形 

  ・地質 

 文献調査  文献名 多気町田園環境整備マスタープラン 

農地中間機構関連農地整備事業 波多瀬地区実施計画書 

 

 現地調査の有無  有・ 無 （実施日時    ）  聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 本地域の地形については1/20と急な地形であり、土壌系統は礫層土層粘土型と

なっている。 

 (2)水象  文献調査  文献名 多気町田園環境整備マスタープラン 

農地中間機構関連農地整備事業 波多瀬地区実施計画書 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時       ）  聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 

① 河川、湖沼 

一級河川櫛田川右岸に位置する水田である。 

② 海域 なし 

 (3)気象・ 

  大気質等 

 調査の方法 気象庁データ（粥見観測所 昭和55年~平成30年） 

 調査結果  気温：かんがい期（4～8月）20.5℃非かんがい期（9～3月）10.3℃ 

年平均14.5℃ 

 降水量：かんがい期（4～8月）1,067.4mm、 

非かんがい期（9～3月）1,000.3mm 年平均2,067.8mm 

 最多風向：西 

 風速：14.6m/s 

 大気質：不明 

 水質：不明 

 騒音：不明 

 振動：不明 

 (4)生態系 

  等 

 文献調査  文献名 多気町田園環境整備マスタープラン 

農地中間機構関連農地整備事業 波多瀬地区実施計画書 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時   H29.6 

H29.10） 

 聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 

① 植物 

植生の概要:チカラシバ、セイタカアワダチソウ、ノコンギク、キツネノマゴ、イグサ、コセンダングサ、カキオドシ、

アケビ、レモンエゴマ、ネザサ、フキ、オオジシバリ、イヌタデ、ゲジゲジシダ、キンエノコロ、カタバミ、イヌホオヅキ、イノ

モトソウ、フタバハギ、チャノキ、ボロギク、タカサゴユリ、セイヨウタンポポ、ススキ、ヘビイチゴ、ベニシダ、ヒメグサ、ホ

ソイ、ヨメナ、ゲンノショウコ、セリ、イタドリ、ボタンヅル、アカメガシワ、ウツギ、ヒメジョオン、ハシカグサ、オヒシバ、

コブナグサ、ツルヨシ、コゴメガヤツリ、アカバナ、ヒメジソ、イヌガシラ、コナギ、ミゾカクシ、ヤブガラシ、イノコヅチ、ホ

ソバヒメミソハギ、イボクサ、ミズネコノオ、ヒメミソハギ（NT）、マルバルコウソウ、オオイヌノフグリ、ツユクサ（白）、ギ

シギシ、ヨモギ、スギナ、カラムシ、シシウド、アカネ、クサイチゴ、ハナイバナ、ヤマハッカ、ツタ、キクモ、トキンソウ、

アメリカアゼナ、ホシクサ、キカシグサ 

貴重な植物個体：ヒメミソハギ 

貴重な植物群落：なし 

② 動物  動物相の概要：シオカラトンボ、ヒメギス、ササキリ類、バッタ類、マツモムシ、コシマゲンゴロウ、ヒメゲンゴ

ロウ、ヒメガムシモンキチョウ、ルリシジミ、カワヨシノボリ、二ホンアマガエル、トノサマガエル、ニホンカナヘビ、ニホンイ

シガメ、ヤマカガシ、サワガニ、カワニナ 

 

 貴重な動物：トノサマガエル、ニホンイシガメ 



 

 

  

 (5)自然景 

  観・文化 

  財等 

 文献調査  文献名 多気町田園環境整備マスタープラン 

農地中間機構関連農地整備事業 波多瀬地区実施計画書 

 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時       ）  聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 

   ①自然景観 

 

 自然景観の概要： 

農地や農業用施設等について適切な維持管理により周辺の里山景観

との調和を図り、良好な農村景観等の保全を行っている。 

 

 

 貴重な自然景観：特になし 

  ②文化財、史 

   跡、名勝等 

 史跡・名勝・天然記念物：なし 

 

 

 

 埋蔵文化財包蔵地：なし（土器が発見されたため、初年度に試掘調査

は行う） 

   ③野外ﾚｸﾘｴｰｼ 

   ｮﾝ 他 

なし 

 (8)その他、 

  自然災害 

  等 

 

 



 

 

４ 事業計画の検討内容（複数案比較が実施できない場合） 
 

 複数案比較が 
 実施できない理由 

本事業は担い手への集積・集約化を加速化し豊かで競争力ある農業の実現に資する
事業であり、事業実施要綱要領上の制約があるため比較検討は行っていない。 

 

 
 ※環境配慮事項ごとに、環境配慮度を◎○－で記入し、その配慮の内容及び配慮度の評価の理由を記入すること。 
 

  環境配慮技術指針の配慮目標 
  ①循環を基調とした持続的発展が可能な社会の構築 
  ②人と自然が共にある環境の保全 
  ③やすらぎとうるおいのある快適な環境の創造 

   環境配慮度 
   ◎：十分配慮している。 
  ○：配慮している。 
  －：特に配慮する必要がない。 

 

 
 

 技術指針に基づ 
 く環境配慮事項 

 環  境 
 配慮度 

      環 境 配 慮 の 内 容 
     (－の場合は、無記入でも可） 

     配慮度の評価の理由  

 ①-1 
 地球温暖化防止 

－ 事業実施前後で温暖化への影響に変化は
ない。 

 

 ①-2 
 廃棄物対策 

○ 事業実施前後で廃棄物の排出量に影響は
ない。なお、工事による発生材は三重県
建設副産物処理基準に基づき適切に処分
する。 

リサイクル対策 

 ①-3 
 生活環境の保全 

○ 事業実施前後で生活環境への影響はな
い。なお、工事に際しては、低騒音低振
動型及び排出ガス対策型建設機械の使用
に努める。 

周辺環境 

大気環境 

 ①-4 
 その他重点事項 

－   

 ②-1 
 野生生物等の生 
 育空間の確保 

○ 「事業実施前後で区画形状の変更、およ
び用水のパイプライン化による影響は限
定的である。」との意見を有識者よりい
ただいた。 

現状改変の最小化 

 ②-2 
 希少な野生生物 
 の保護 

〇 ニホンイシガメをはじめ、希少な生物が
確認された場合には、当該生物の生育環
境と同じ環境が保たれた箇所への移動・
移植に配慮する。 

ヒメミソハギについては一年草であり、田の表土

に生息しているため、ほ場整備を行っても表土扱

いにて表土として戻す。ニホンイシガメについて

は工区外へ移動を行う。 

 ②-3 
 地形、地質等の 
 改変の抑止 

○ １筆あたりの農地区画は拡大されるが、現況の
地形勾配に、出来る限りあわせる区画形状を計
画し、切盛土量のバランスをとることで、地形
の改変を最小に抑える。 

地形改変の最小化 

 ②-4 
 その他重点事項 

－   

 ③-1 
 緑化、周辺景観 
 との調和 

○ 事業実施前後も農地として利用されるた
め、周辺環境と調和した農村風景が維持
される。 

農業農村空間の維持 

 ③-2 
 親水等、ふれあ 
 い空間づくり 

○ 事業により耕作放棄が防止されることか
ら、農村環境が維持される。 

農村環境の維持 

 ③-3 
 その他重点事項 

－   

 ④上記以外の 
  特記事項 

－   

      
５ 事業計画案の環境配慮に係る評価 
 

 従来の事業等と比較 
 して優れている点 

本事業が実施されることから、耕作放棄が防止され、農業活動の維持が図られ、
水源涵養効果、災害防止効果などの農業農村環境がもつ多面的な効果が期待さ
れる。 

 

 今後の課題 この事業については、地元負担がかからないことから事業内で出来ることが少
なく、地元要望や環境面についても調整が必要となる。 

 会議での調整を要す 
 る事柄 

 



 

 

 


